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★
腐
敗
し
た
独
裁
国
家
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

民
主
主
義
国
家
で
、
国
民
が
投
じ
た
票
の
結

果
を
認
め
な
い
候
補
者
が
い
た
だ
ろ
う
か
。

私
の
浅
い
知
識
で
は
、
思
い
つ
か
な
い
し
、

お
そ
ら
く
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
そ
ん
な

例
は
な
く
、
前
代
未
聞
の
事
だ
ろ
う
。
★
そ
ん
な
馬
鹿

な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
と
、
一
笑
に
付
す
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
1

票
を
入
れ
た
有
権
者
の
70
％
以
上
が
、
い
ま
だ
に
真
の

当
選
者
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ
と
信
じ
て
い
る
。
驚
く

べ
き
数
で
あ
る
。
★
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
多
く
の
人
た
ち

が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
当
選
者
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ

れ
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
在
任
中
の
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
書
き
込
み
の
内
容
、
あ
る
い
は
記
者
会
見
で
の
民
主

党
、
あ
る
い
は
バ
イ
デ
ン
候
補
へ
の
誹
謗
中
傷
、
更
に

は
相
手
陣
営
は
大
量
の
不
正
投
票
を
し
て
い
る
と
い
う

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
信
じ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
よ
う
だ
。
★
嘘
八
百
を
並
べ
た
て
る
。
多
く
の
嘘
を

つ
き
ま
く
る
。
す
ぐ
に
そ
れ
は
デ
タ
ラ
メ
だ
と
わ
か
る

が
、
し
か
し
、
嘘
も
百
回
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
嘘
も

百
回
つ
き
ま
く
る
と
、
人
は
そ
れ
を
本
当
と
信
じ
て
し

ま
う
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
記
者
会
見
、
演
説
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
の
書
き
込
み
は
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。�

★
い
く
つ
か
の
州
で
は
、
票
の
再
集
計
を
し
た
が
、
バ

イ
デ
ン
候
補
の
勝
利
に
変
更
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、「
実
際
の
当
選
者
は
自
分
で
あ
っ

て
、
バ
イ
デ
ン
候
補
は
不
正
投
票
で
当
選
し
た
。
選
挙

は
無
効
だ
」
と
訴
訟
し
た
が
、
そ
れ
も
却
下
さ
れ
、
当

て
が
外
れ
た
。
今
度
は
、
連
邦
裁
判
事
を
非
難
し
、
ど

こ
ま
で
も
敗
北
を
認
め
な
い
態
度
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

民
主
主
義
は
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
か
、
心
配
で
あ
る
。
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波
乱
含
み
の
来
年
の
通
常
国
会

コロナ感染症の中での臨時国会コロナ感染症の中での臨時国会
会期後半に厄介な問題が浮上会期後半に厄介な問題が浮上

コロナ感染症の中での臨時国会コロナ感染症の中での臨時国会
会期後半に厄介な問題が浮上会期後半に厄介な問題が浮上

第
203
回
国
会
が
、
41
日
間
の
会
期
を
終
え
、
12
月
5
日
に
閉
会
し
た
。

菅
内
閣
の
初
の
国
会
で
あ
っ
た
。
国
民
の
支
持
率
が
高
く
、
与
野
党
が

鋭
く
対
立
す
る
よ
う
な
法
案
も
な
く
、
穏
や
か
な
国
会
と
思
わ
れ
て
い

た
が
、
突
如
、
日
本
学
術
会
議
の
任
命
拒
否
問
題
が
浮
上
し
た
。
そ
れ

も
何
と
か
乗
り
切
り
、
一
安
心
と
思
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
安
倍
前
首
相
の

「
桜
を
見
る
会
」
に
関
す
る
問
題
が
出
て
き
た
。
さ
ら
に
、
会
期
末
に

な
っ
て
、
吉
川
元
農
水
大
臣
、
西
川
内
閣
参
与
が
鶏
卵
会
社
か
ら
請
託

を
受
け
て
現
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
真
相

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
来
年
の
通
常
国
会
で
は
、
野
党
か
ら
こ
れ
ら

の
問
題
が
追
及
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
拡
大
し
、
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
も
停
止
さ
れ
、
内
閣
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
批
判
さ
れ
て
い

る
。
第
3
次
補
正
予
算
、
3
年
度
予
算
も
コ
ロ
ナ
対
策
、
景
気
回
復
も

し
っ
か
り
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
野
党
は
予
算
よ
り
も
、

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
を
厳
し
く
追
及
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
菅
首
相
は
来
年
も
心
安
ま
る
い
と
ま
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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お言葉を述べられる天皇陛下

議
会
開
設

議
会
開
設
130130
年
記
念
式
典

年
記
念
式
典

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

衆
議
院
議
長
式
辞

衆
議
院
議
長
式
辞

明
治
23
年
7
月
1
日
、
初
め
て
の
衆
議
院
選

挙
が
実
施
さ
れ
た
。
有
権
者
は
国
税
15
円
以
上

を
納
税
し
て
い
る
25
才
以
上
の
男
子
の
み
。
総

人
口
約
3990
万
人
の
約
1
％
で
あ
っ
た
。
納
税
者

は
、
山
林
、
田
畑
を
持
つ
地
主
が
殆
ん
ど
で
、

郡
部
の
有
権
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
既
に
都
会

で
は
有
産
階
級
は
少
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
都
市
部
は
と
も
か
く
、
汽

車
や
車
の
な
い
時
代
、
選
挙
運
動
は
ど
う
し
て

い
た
の
か
興
味
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
運
動
員

は
広
い
選
挙
区
を
乗
合
馬
車
で
走
り
回
り
、
運

動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
選
挙
か
ら

5
ヵ
月
後
、
明
治
23
年
11
月
29
日
に
帝
国
議
会

が
開
か
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
で
は
初
め
て

の
議
会
で
あ
り
、
憲
法
を
持
つ
国
も
な
か
っ

た
。
当
時
、
世
界
で
、
憲
法
と
議
会
を
持
つ
独

立
国
は
、
わ
ず
か
42
ヵ
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

徳
川
幕
府
か
ら
明
治
新
政
府
に
な
っ
て
、
僅
か

23
年
の
年
月
が
経
過
し
た
だ
け
で
、
欧
米
先
進

国
と
同
じ
よ
う
に
、
完
璧
で
な
い
に
せ
よ
、
民

主
主
義
政
治
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
は
、
率
直

に
言
っ
て
、
特
筆
に
値
す
る
。
黎
明
期
に
お
け

る
我
が
国
指
導
者
の
志
の
高
さ
と
先
見
性
に
感

嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
去
る
11
月
29
日
、
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、
議
会
開
設
130

年
記
念
式
典
が
、
参
議
院
本
会
議
場
で
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
た
。

●
天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

議
会
開
設
130
年
記
念
式
典
に
、
皆
さ
ん
と
共

に
出
席
す
る
こ
と
を
誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
我
が
国
の
議
会
は
、
明
治
23
年
、
大
日
本

帝
国
憲
法
の
下
で
開
会
さ
れ
た
第
1
回
帝
国
議

会
に
始
ま
り
、
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
戦

後
、
日
本
国
憲
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
国
会
に

引
き
継
が
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
明

治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令
和
と
、

こ
れ
ま
で
130
年
の
歳
月
に
わ
た
り
、
議
会
が
、

我
が
国
に
お
け
る
議
会
政
治
の
確
立
に
努
め
、

国
の
発
展
と
国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
力
を
尽

く
し
て
き
た
こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

現
在
、
我
が
国
を
含
む
世
界
各
国
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
困

難
な
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
、
国
内
外
の
諸
情
勢
に
思
い
を
致
す
と

き
、
国
会
が
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、
国

の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
の
た
め
に
果
た
す
べ
き

責
務
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
関
係
す
る
皆
さ
ん

が
、
先
人
の
努
力
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
決
意

を
新
た
に
し
て
、
国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え

る
こ
と
を
切
に
希
望
し
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
こ
こ

に
議
会
開
設
130
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
当

た
り
、
衆
議
院
を
代
表
し
て
式
辞
を
申
し
述
べ

ま
す
。
本
日
、
議
会
開
設
か
ら
130
年
を
迎
え
、

国
民
の
政
治
参
加
こ
そ
が
近
代
国
家
建
設
の
礎

で
あ
る
と
決
意
し
た
明
治
の
諸
先
人
の
先
見
と

情
熱
に
思
い
を
致
す
と
き
、
深
い
感
慨
を
覚
え

ま
す
。
開
設
以
来
、
我
が
国
の
議
会
は
、
一
貫

し
て
国
政
の
針
路
に
つ
い
て
真
剣
な
議
論
を
行

い
、
日
々
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
つ
つ
、
幾
多
の

試
練
を
乗
り
越
え
、
立
法
府
と
し
て
課
せ
ら
れ

た
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
憲
政
の
発
展
に
献
身
さ
れ
た
先
人
の
御
尽

力
に
衷
心
よ
り
敬
意
と
謝
意
を
表
し
ま
す
。

現
下
、
我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
本
日

こ
こ
に
議
会
開
設
130
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る

に
あ
た
り
、
参
議
院
を
代
表
し
て
式
辞
を
申
し

述
べ
ま
す
。
明
治
23
年
11
月
に
帝
国
議
会
が
開

設
さ
れ
て
以
来
、
わ
が
国
の
議
会
政
治
は
、
幾

多
の
試
練
を
経
な
が
ら
も
、
130
年
の
道
の
り
を

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
22
年
に
、
国
民

主
権
を
基
調
と
す
る
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ

れ
、
新
た
に
参
議
院
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
爾

来
、
参
議
院
は
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国

会
の
一
翼
を
担
い
、
わ
が
国
の
繁
栄
と
、
国

民
生
活
の
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
未
曽
有
の
状
況
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の
変
化
を

反
映
し
て
議
会
制
民
主
主
義
の
在
り
方
に
様
々

な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私

ど
も
は
、
い
か
な
る
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
、
日

本
国
憲
法
の
精
神
を
体
し
、
民
主
政
治
実
現
の

場
は
、
国
権
の
最
高
機
関
た
る
国
会
で
あ
る
と

い
う
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
、
常
に
改
善
を
試

み
な
が
ら
職
責
を
全
う
し
、
実
り
豊
か
な
成
果

を
収
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
、
私
ど
も
は
、
多
年
に
わ
た
る
経
験
と
英
知

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
議
会
制
度
を
、
次
の
時
代

に
よ
り
良
い
形
で
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
重

大
な
使
命
を
深
く
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
我
が

国
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
、
も
っ
て
国
民
の
信
託
に
応
え
る
べ
く
決

意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

た
。
今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
始
め
と
す
る
国
内
外
の
様
々
な
諸
課
題
に

対
し
て
、
国
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
は

よ
り
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
国
民

か
ら
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
私
ど
も
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
確
立
の

た
め
力
を
尽
く
さ
れ
た
先
人
の
功
績
と
国
民
各

位
の
深
い
理
解
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
議
会
政
治
の
発
展

に
最
善
を
尽
く
し
、
国
会
に
課
せ
ら
れ
た
重
大

な
使
命
と
国
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
こ
こ

に
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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二
之
湯
武
史
氏
初
の
著
書

二
之
湯
武
史
氏
初
の
著
書

幻
冬
舎
よ
り

幻
冬
舎
よ
り
2828
日
に
出
版

日
に
出
版

京
丹
後
市
網
野
町
で
ふ
る
さ
と
対
話
集
会

京
丹
後
市
網
野
町
で
ふ
る
さ
と
対
話
集
会

当日参加した市会議員と参加者

激
戦
を
戦
い
抜
い
た
代
議
士

激
戦
を
戦
い
抜
い
た
代
議
士

新
し
い
代
表
は
名
望
家
ぞ
ろ
い

新
し
い
代
表
は
名
望
家
ぞ
ろ
い

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
本
日

こ
こ
に
議
会
開
設
130
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

ま
す
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
く
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
明
治
23
年
、
自
由
民
権
運

動
の
高
ま
り
を
背
景
に
帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ

て
以
来
、
我
が
国
の
議
会
制
度
は
、
多
く
の
先

人
達
に
よ
り
、
憲
政
の
確
立
と
民
意
の
反
映
の
た

め
の
尊
い
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
発
展
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
下
、
国

民
を
直
接
代
表
す
る
国
会
は
、
国
権
の
最
高
機

関
、
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
と
し
て
、
我
が
国
の

繁
栄
と
国
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

平
和
で
豊
か
な
日
本
を
築
き
上
げ
る
上
で
、
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
日

の
盛
儀
に
当
た
り
、
議
会
政
治
の
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
先
輩
各
位
に
対
し
て
、
深

甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
等
、
様
々
な
試
練
に
直
面
し
て

い
る
我
々
は
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
時

代
の
日
本
を
つ
く
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
各
国
と
の
信
頼
、
協
力
関
係
を

更
に
発
展
さ
せ
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

国
内
外
の
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る

今
、
国
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会
開
設
130
年
の
節
目
に

当
た
り
、
国
会
が
、
全
国
民
を
代
表
す
る
機
関

と
し
て
、
国
民
の
負
託
に
応
え
て
い
か
れ
る
こ
と

を
切
に
念
願
し
て
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

京
都
府
参
議
院
選
挙
区
第
三
支
部（
支
部
長

二
ノ
湯
智
議
員
）は
、
11
月
22
日
、
京
丹
後
市

網
野
町
の
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
で
「
ふ
る
さ
と
対
話

集
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
元
京
都

府
議
会
議
長
の
小
牧
誠
一
郎
氏
と
京
都
府
議

会
議
員
の
森
口
亨
氏
の
尽
力
に
よ
る
。
当
日
の

テ
ー
マ
は
『
地
方
創
生
か
ら
地
方
再
生
』。
参

加
者
は
京
丹
後
市
の
市
会
議
員
と
そ
の
後
援
会

の
皆
様
。
丹
後
地
域
は
丹
後
縮
緬
の
機
業
地
と

し
て
、
隆
盛
を
極
め
、
衰
退
し
た
が
、
地
域
に

は
人
材
、
技
術
は
今
な
お
存
在
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
が
絶
え
な
い
間
に
、
こ
の
地
域
を
再
生
す

る
必
要
が
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
の
話
の
後
、
参

加
者
か
ら
、左
記
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

1
、�

府
会
議
員
の
定
数
を
人
口
比
だ
け
で
は
な

く
、
面
積
比
も
考
慮
し
て
ほ
し
い

2
、�

地
方
に
人
口
を
流
入
さ
せ
る
為
に
地
方
で
も

稼
げ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
ほ
し
い

3
、
議
員
の
男
女
比
に
つ
い
て

4
、
着
物
な
ど
の
和
装
文
化
を
広
げ
て
ほ
し
い

5
、
消
費
税
を
一
度
ゼ
ロ
に
し
て
ほ
し
い

6
、
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

明
治
22
年
に
制
定
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙

法
で
は
、
有
権
者
は
15
円
以
上
国
税
を
払
っ
て

い
る
25
才
以
上
の
男
子
、
被
選
挙
人
は
15
円
以

上
国
税
を
払
っ
て
い
る
30
才
以
上
の
男
子
と

な
っ
て
い
た
。
公
示
日
は
明
記
さ
れ
て
い
な

く
、
明
治
23
年
7
月
1
日
の
投
票
日
だ
け
が
決

ま
っ
て
い
た
。
し
か
も
立
候
補
制
で
な
く
、
有

権
者
は
被
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
、
新
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
意
中
の
人
に
投
票
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
第
1
回
の
有
権
者
は
、
全
国
で
国
民
の

ほ
ぼ
1
％
。
京
都
府
は
1
％
弱
と
な
っ
て
い

る
。
京
都
市
内
で
は
、
数
十
票
で
当
選
出
来
る

の
に
、
郡
部
の
選
挙
区
で
は
7
〜
8
百
票
で
も

落
選
と
な
っ
て
い
る
。
郡
部
で
、
有
権
者
が
多

い
の
は
、
山
や
田
畑
と
い
う
不
動
産
を
所
有
す

る
地
主
が
多
く
、
15
円
の
国
税
を
払
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
京
都
府
で
は
6
つ
の
選
挙
区
が

あ
り
、
7
名
の
代
議
士
が
誕
生
し
た
。
京
都
の

代
議
士
は
何
れ
も
京
都
を
代
表
す
る
立
派
な
人

達
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

二
之
湯
武
史
氏
初
め
て
の
著
書
「
最
適
化
社

会
・
日
本
〜
幸
せ
の
国
の
作
り
方
〜
」
が
今
月

28
日
に
幻
冬
舎
か
ら
出
版
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
社
会

の
あ
り
方
が
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
中
、

政
治
・
経
済
か
ら
文
化
・
教
育
に
い
た
る
ま
で

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
し
い
わ
が
国
の

グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞

（区域）行政区 定数 人口 有権者 立候補者名（得票数）

第1区 上京区 1 124,798 112 ◎濱岡 光哲（27票）　
　坂本 則美（20票）

第2区 下京区 1 149,934 208 ◎中村 榮助（47票）
　山崎 惠純（43票）, 　能川 登（34票）

第3区 愛宕郡, 葛野郡
乙訓郡, 紀伊郡 1 123,110 1,705 ◎松野 新九郎（866票）

　正木 安左衛門（468票）, 　寺内 計之助（126票）

第4区 宇治郡, 久世郡
相楽郡, 綴喜郡 1 109,077 2,005 ◎伊東 熊夫（883票）　

　西川 義延（550票）, 田宮 勇（252票）

第5区 南桑田郡, 北桑田郡
船井郡, 天田郡, 何鹿郡 2 204,266 2,074 ◎田中 源太郎（1189票）, ◎石原 半右衛門（1,068票）

　芦田 鹿之助（778票）, 河原林 義雄（747票）

第6区 加佐郡, 與謝郡
中郡, 竹野郡, 熊野郡 1 170,054 1,413 ◎神鞭 知常（669票）

　小室 信夫（435票）, 　平野 吉右衛門（99票）

計 7 881,239 7,517
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令和3年
伊勢神宮初詣順延のお知らせ

初詣実行委員会

令和3年に予定しておりました伊勢神宮初詣は、

新型コロナウイルス感染症の影響で全国一律に自粛

が求められている現在、誠に残念ながら順延させて

いただくことと決断いたしました。

日程が確定いたしましたら再度ご案内させて頂きます。

大変申し訳ございませんが、ご理解の程よろしく

お願い申し上げます。

一
、
裏
千
家
大
宗
匠
の
千
玄
室
氏
は
97
才
。
背

筋
は
伸
び
、
行
動
は
機
敏
で
と
て
も
そ
の
歳
に

見
え
な
い
。
ま
さ
に
人
生
100
年
時
代
の
模
範
的

存
在
。
健
康
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、
抹
茶
を
毎

日
飲
ん
で
い
る
と
の
返
答
。
そ
こ
で
千
さ
ん
に

あ
や
か
ろ
う
と
、
抹
茶
を
飲
ん
で
い
る
。

一
、
コ
ロ
ナ
も
峠
を
越
す
だ
ろ
う
と
期
待
を
し

て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
感
染
拡
大
は
収
ま

り
そ
う
も
な
い
。
政
府
も
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

を
停
止
し
た
り
、
自
治
体
も
営
業
自
粛
を
求
め

た
り
、
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
が
、
国
民
も

そ
れ
に
応
え
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
香
港
政
府
に
よ
る
民
主
活
動
家
へ
の
弾
圧

は
、
す
さ
ま
じ
い
。
裁
判
所
は
違
法
デ
モ
を
先

導
し
た
罪
で
、
23
歳
の
若
き
女
性
活
動
家
に
も

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
名
の「
世
界
の
西
洋
化
」

が
進
む
に
つ
れ
、
経
済
的
に
儲
か
る
も
の
し
か

価
値
が
な
い
、
科
学
的
に
証
明
さ
れ
る
も
の
し

か
存
在
し
な
い
、
と
す
る
極
端
な
風
潮
が
む
し

ろ
社
会
に
弊
害
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
経
済
格
差
は
世
界
的
に
も
国
内
的
に
も
急

激
に
拡
大
し
、
行
き
過
ぎ
た
経
済
活
動
に
よ
る

気
候
変
動
も
進
行
し
て
い
ま
す
。
今
や
人
類
社

会
は
弱
肉
強
食
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
化
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

つ
ま
り
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
か
し
な
い

か
に
関
わ
ら
ず
こ
の
社
会
の
あ
り
方
は
限
界
に

達
し
て
お
り
、
修
正
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
し
て
全
く
想
定
外
で
あ
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
は
、
期
せ
ず
し
て
人
類
の
価
値
観

の
変
容
を
迫
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
物
の
豊
か
さ
と
心

の
豊
か
さ
、
経
済
活
動
と
自
然
環
境
、
先
進
国

と
途
上
国
、
経
営
者
と
従
業
員
な
ど
、
西
洋
の

価
値
観
で
は
対
立
す
る
と
さ
れ
る
も
の
が
調
和

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
文
明
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
と

私
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
し
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
が
、「
大
き
く
和
す
る
」
こ

と
を
国
柄
と
す
る
わ
が
国
の
使
命
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

2020
年
も
間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
始

ま
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
終
わ
る
1

年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
常

に
お
い
て
は
マ
ス
ク
の
着
用
か
ら
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
ま
で
様
々
な
変
化
を
強
い
ら
れ
た
1
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
我
々
に

迫
っ
て
い
る
本
当
の
変
化
は
、
そ
う
し
た
目
に

見
え
る
日
常
の
変
化
で
は
な
く
、
こ
の
社
会
を

形
成
し
て
き
た
価
値
観
の
変
化
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。端
的
に
言
え
ば
、「
科
学
」や「
経
済
」

に
絶
対
的
な
信
頼
を
置
く
「
西
洋
型
」
の
価
値

観
か
ら
の
変
化
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
や
宗

教
改
革
以
来
、
人
類
は
「
宗
教
」
か
ら
解
放
さ

れ
「
科
学
」
や
「
経
済
」
を
中
心
に
物
質
的
な

繁
栄
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
生
産
力
は
飛
躍

的
に
拡
大
、
経
済
は
爆
発
的
に
成
長
、
そ
し
て

寿
命
は
大
き
く
伸
び
、
人
類
は
大
き
な
幸
せ
を

手
に
し
ま
し
た
。
わ
が
国
も
明
治
維
新
か
ら
150

年
に
わ
た
っ
て
西
洋
文
明
を
取
り
入
れ
世
界
で

も
有
数
の
先
進
国
と
し
て
繁
栄
を
実
現
し
て
き

た
の
で
す
。

し
か
し
、
特
に
こ
の
20
年
、「
グ
ロ
ー
バ
リ

文
明
の
大
転
換
期

文
明
の
大
転
換
期

禁
固
刑
を
科
し
た
。
中
国
政
府
の
意
を
受
け
た

香
港
政
府
の
活
動
家
へ
の
弾
圧
は
、
中
国
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
る
ば
か
り
だ
。

一
、
年
末
年
始
の
行
事
が
、
極
端
に
少
な
く

な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
出
来
そ
う
な

正
月
で
あ
る
。
外
出
を
控
え
、
読
書
を
し
、
書

道
を
し
た
り
、
静
か
な
年
末
、
年
始
を
過
ご
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
天
が
与
え
た
時
間
を
有

効
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

一
、
温
暖
化
で
、
冬
も
暖
か
く
な
っ
て
き
た
。

だ
が
今
年
の
年
末
は
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
漬
物
用
の
大
根
を
野
外
に
干

し
て
い
る
の
で
、
凍
て
つ
か
な
い
か
と
心
配
し
、

自
動
車
に
か
ぶ
せ
る
シ
ー
ト
で
包
ん
で
い
る
。

厳
し
い
寒
さ
も
思
わ
ぬ
所
に
影
響
し
て
く
る
。

来
年
1
月
号
は

　
休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

　
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
ほ
ど
、

　
　
　
良
き
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。


